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名古屋工業大学開発の予測システム(現在）
深層学習（LSTMモデル）に基づき、一日当たりの新規陽性者数/重症者数（1週間平均値）な
どを直接予測。入力パラメータを同定するため、今後の陽性者数以外は既知とする。

都道府県ごとではなく、データの規格化により見かけ上のデータ数を増やすことができる。非線形回帰（パラメータ数は事実上無
限）に基づく推定。精度が担保できる範囲で、数値的には数か月後でも算出可能
以降、入力としては、Twitter（飲み会）＋人流（主要駅）に基づき議論

1. E. A. Rashed and A. Hirata, “Infectivity upsurge by COVID-19 viral variants in Japan: evidence from a deep learning modeling.” Int. J. Environ. Res. 

Public Health, 2021. 

LSTM（Long Short-Term Memory）・・・時系列データの取り扱いに強みを持
つ回帰型ニューラルネットワーク

入力データ
• 変異株感染力
• 過去・現在の感染
者数

• 人流（主要駅）
• 大型連休
• Twitter（飲み会）*
• ワクチン人口当た
り有効率

出力データ
• 新規陽性者数
• 死者数
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*NTTデータから提供されたTwitterデータを用いて東京大学生産技術研究所豊田研にて作成

2



0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

45000

7/1 7/15 7/29 8/12 8/26 9/9 9/23 10/7 10/21 11/4 11/18 12/2 12/16 12/30 1/13 1/27 2/10 2/24

第８波の新規陽性者数の予測(11/14時点の予測)

１．新規変異株の感染力がBA.5系統と同等、かつBA.5系統感染によるハイブリッド効果が3割程度保たれた場合
２．新規変異株の感染力がBA.5系統と同等、かつBA.5系統感染によるハイブリッド効果が新規変異株には効果がない場合
３．新規変異株の感染力が実効再生産数ベースで1.2倍、かつBA.5系統感染によるハイブリッド効果が新規変異株には効果がない場合

※ 新規株に感染した際のハイブリッド効果は考慮している

新規変異株に関する知見の不確定性が大きいため、下記3つのシナリオを想定し、置き換わりのスピードを
実測値べース＋シナリオ1（感染研発表値と同等：P3参照）と仮定した場合の今後の新規陽性者数を予測。
※ 人流・行動については現在と同等のレベルが続き、年末年始は昨年と同等と仮定。

東京都 新規陽性者数

1. BA.5感染による
予防効果持続

2. 感染力同等

3. 感染力1.2倍

報告値

11/14時点の予測変異株の推移が早く
活動も回復した場合
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新規陽性者数予測（過去の予測結果）

東京都 新規陽性者数

感染力1.2倍
行動が活発

報告値
感染力1.2倍
行動控えめ

12/13予測
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Twitter(飲み会)

駅における人流

*NTTデータから提供されたTwitterデータを用いて東京大学生産技術研究所豊田研にて作成。今後
の予測については名工大にて設定。

*ドコモモバイル空間統計 主要駅周辺の滞留人口比(コロナ禍前)より算出。

行動控えめ
(現状レベルを維持)

20222021 2022

報告値
（年末年始における
検査数の減少を補正）



陽性率とDPCの関係に基づく概算

(11月14日内閣官房資料より）
新規陽性者と陽性率には相関。
感染力が1.2倍とした場合、ピーク時の陽性率55%程度と推定。
ピークは40,000-45,000人（一週間平均。一日最大5-6万人。検
査数の上限が存在する可能性）＊ハイブリッド免疫考慮なし

(第８波収束フェーズに入った後)
実際には、第７波までのプロットからの乖離は大きくない。陽
性者が登録をしない場合、従来より無症状感染者、未受診者も
ある。0%
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参考資料：死者数予測(12/27時点の予測)
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東京都 死者数

死者数の報告値は、予測値より高く推移。
年末年始の感染者数が、報告値よりも高い可能性。
ワクチン接種率、毒性など複合的な要因があり、差異は不明。



XBB.1.5について

• 実効再生産数が1.48との報告（米国：他変異株より25%程度高い）

厚生省アドバイザリーボード 西浦先生（P.167）

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001044054.pdf

• 免疫回避の度合いが強い

２価ワクチンを接種し、感染歴があった場合でも中和抗体は限定的

• 細胞性免疫はそれほど低下していない。

Lasrado et al, Waning Immunity Against XBB.1.5 Following Bivalent mRNA Boosters (bioRxiv)

＊感染予防効果がゼロではないが、現状では情報不足

仮説：

• 免疫を回避力から概算すると、感染力がそれ以外の変異株より小さい可能性がある

• 現在、日本においては拡大は限定的であり、基本的感染対策を行った場合には、拡大スピードが速いとは限らない。

• 基本的な感染対策を弱めた場合、広がりが早まる可能性。

現状では国内での広がりは極めて小さく、確度の高いシミュレーションすることは極めて困難

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001044054.pdf
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新規変異株への推移

報告値1

新規変異株への推移が置き換わりのスピードの推移。
参考のため、これまでに仮定した推移のスピードも示す。多種類の変異株が同時流行しており、
BA.5系統からの置き換わりがかなり遅いスピードで推移。
・XBB.1.5.が2月中旬以降、BA.5系統と同等スピードで置き換わった場合を想定。１月26日現在、
検出数は限定的
現状では時期に伴い増加するか不明

BA.5，XBB.1.5.
以外の変異株
1/12時点での予
測推移

1．東京都モニタリング項目の分析(令和5年1月26日)
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/022/914/20230126_05.pdf
2. 厚生省アドバイザリーボード 西浦先生資料
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001044054.pdf

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/022/914/20230126_05.pdf
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新規陽性者数予測

Twitter(飲み会)

駅における人流

*NTTデータから提供されたTwitterデータを用いて東京大学生産技術研究所豊田研にて作成。
今後の予測については名工大にて設定。

*ドコモモバイル空間統計 主要駅周辺の滞留人口比(コロナ禍前)より算出。

現状レベルを維持)20222021 2022

東京都 新規陽性者数

免疫回避が強いものの、感染力が相対的に弱
く、感染対策を継続

感染力が高く、免疫回避力が強く、
感染対策を弱めた場合*
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